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１．はじめに

　主桁自重の軽量化，あるいは構造の合理化を図った複合構造の橋梁が注目されている．なかでも，従来の

プレストレストコンクリート（以下 PC）箱桁橋のウェブを波形鋼板で置き換えた波形鋼板ウェブ PC 橋は，

今後も施工例が増えると期待される．本実験では，同様の構造形

式の橋梁として，パネル状の FRP(Fiber Reinforced Plastics)を PC

箱桁橋のウェブとして使用する新しい構造（以下 FRP ウェブ PC

橋）を提案する．それにより，自重の軽量化を図ると同時に，ラ

イフサイクルコストあるいはメンテナンスコストの軽減を目指す．

図-1 に FRP ウェブ PC 橋のイメージを示す．ここでは， FRP ウ

ェブ PC 合成桁の供試体を製作し，基本性状

を把握するために載荷試験を行ったので報告

する．

２．実験概要

　供試体の一覧を表-1 に示す．本構造形式の

曲げおよびせん断に対する基本性状を把握す

ることを目的とした小型供試体 2 体

（Beam No.1，No.2）と，より実際に

近い状態での構造の挙動を確認するこ

とを目的とした大型供試体 2 体（Beam

No.3，No.4）の合計 4 体の供試体を用

いた．図-2 および図-3 に供試体の形状

寸法を示す．コンクリート

フランジと FRP パネルと

の接合は，コンクリートジ

ベル 1)による接合とした．

大型合成桁では，実施工を

考慮して外ケーブルおよび

分割 FRP パネルを用いた．

パネルどうしの接合は，目

地部にコンクリートダイア

フラムを設けて接合する方

法（Beam No.4）とスリッ

トを設けて直接つながない

方法（Beam No.3）の 2 種

表-1　供試体諸元

図-1　FRP ウェブ PC 橋のイメージ

図-3　大型合成桁供試体形状寸法

図-2　小型合成桁供試体形状寸法-Beam No.1
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供試体名称 桁　高 FRPパネル PC鋼材 ダイアフラム 試験種類

Beam No.1 中空鋼棒 FRP 曲げ

Beam No.2 断面内配置 FRP せん断

Beam No.3 より線 FRP 曲げ

Beam No.4 外ケーブル コンクリート 曲げ
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類を考えた．FRP パネルは，せん断力を受けることを考

慮して，連続繊維を一方向に配置した薄パネルを直角方

向に交互に 5 層貼り合わせたものを使用した．FRP とし

てはガラス繊維の GFRP を採用し，その引張強度は

460MPa，ヤング係数は 30GPa 程度である．各供試体に

は PC 鋼材を配置し，プレストレスを導入した．荷重の

載荷は，対称 2 点集中静的載荷とした．

３．実験結果および考察

　図-4 に小型供試体の破壊時ひび割れ性状，図-5 に支間中央のた

わみを示す．Beam No.1 は，支間中央部の下縁に曲げひび割れが

発生した後，支点方向に曲げひび割れは分散していった．終局時

には上フランジにも曲げひび割れが発生し，最終的には上縁コン

クリートの曲げ圧縮破壊により比較的脆性的な破壊に至った．

Beam No2 は，Beam No.1 と同様に曲げひび割れが進展した後，上

フランジコンクリートにせん断ひび割れが発生して耐荷力が低下

した．しかしながら，急激な破壊には至らず，5 層に貼り合わせ

た薄 FRP パネルが剥離しながら破壊に至った．その部分は，図-4

に網目模様として表示した．図-6 は大型供試体の荷重－たわみ関

係を示す．載荷荷重 600kN 程度までは，Beam No.3 と No.4 は同様

のたわみ性状を示したが，最終たわみ量は Beam No.3 の方が若干

大きくなった．最大耐力もほぼ等しく，両供試体とも上縁コンク

リートの曲げ圧縮破壊した．図-7 に中央パネルと隣り合うパネル

との目地の開き量を示す．これも両供試体に明確な差はみられ

ない．以上の大型供試体に関する結果から，曲げ性状に関して

は，隣接するパネルどうしの接合方法およびダイアフラムの種

類には依存しないものと考えられる．Beam No.4 中央断面にお

ける，各載荷荷重ごとのひずみ分布を図-8 に示す．載荷荷重

400kN まではひずみ分布が直線的であり，コンクリートジベル

により，コンクリートフランジと FRP パネルとが十分合成され

ていることがわかる．載荷荷重 600kN では，ひずみ分布が直線

にならず，フランジとパネルとの間に若干のずれが生じたもの

と考えられる．

４．まとめ

　今回の実験から，FRP ウェブ PC 合成構造の曲げおよびせん

断に対する静的基本性状を把握することができた．また，静的

耐荷力は十分あり，接合方法および構造の妥当性は検証できた．

今後は，実用化に向け，本構造形式の長期挙動および疲労特性

の把握，FRP の耐久性および耐候性について検討していく必要

がある．
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図-4　小型供試体ひび割れ性状

図-5　小型供試体のたわみ

図-6　大型供試体の荷重－たわみ関係

図-7　大型供試体中央パネル目地の開き

図-8 中央断面のひずみ分布（Beam No.4)
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